
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市マスタープラン策定協議会での議論をはじめ、学生を対象としたワーク

ショップや、市民の皆さまにも参加していただいたシンポジウム等を通じて、

第二次かごしま都市マスタープランの骨子案を作成しました。 

この骨子案の概要をご紹介するとともに、皆さまのご意見を募集いたしま

す。若い世代をはじめとした多様な世代が活躍できる新たな都市づくりの指針

を策定するため、ご協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。 
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❷ 皆さまのご意見を募集します 

第二次かごしま都市マスタープランの骨子案を市ホームページに掲載するとともに、都市計画課で配

布しています。 

皆さまのご意見等を踏まえて「素案」を作成しますので、基本方針や今後取り組むべき施策等につい

てご意見をお寄せください。 

 

皆さまからの意見募集とあわせて、市内の６大学でワークショップを開催し、次世代を担

う学生に骨子案について意見を伺います。 

６大学：鹿児島大学、鹿児島国際大学、志學館大学 
鹿児島純心女子短期大学、鹿児島県立短期大学、鹿児島女子短期大学 

2020年度（令和2年度） 2021年度（令和3年度） 
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❸ 策定スケジュール 

期 間 2020年 10月 12日（月）～11月 13日（金） 

意見記入用紙（任意の用紙でも可）にご意見を記入の上、 
郵送、FAX、メールにて下記、送付先にお送りください。 方 法 

送付先 〒892-8677 鹿児島市山下町 11-1（都市計画課宛て） 
FAX：099-216-1398  メール：toshikeikaku@city.kagoshima.lg.jp 
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■基本理念 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■基本目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

快適で移動しやすい都市 
超高齢社会等に対応するため、交通環境の構築を目指します 

‣利便性・効率性が高い公共交通環境の形成 
‣市民活動を支える道路交通環境の形成 
‣安全で快適な交通環境の形成 
‣車中心から人中心への交通環境の創出 

  
 成熟した持続可能な都市づくり 

「成長・拡大の都市づくり」から「成熟・持続可能な都市づくり」への転換を図り、人口減少・

超高齢社会が進行する中においても、今後の時代の変化に対応し、将来にわたって健全な暮らし

が可能となるよう「都市経営」の視点を取り入れた都市づくりを目指します 

  
 多様な主体による協働の都市づくり 

市民、事業者、NPO 法人等の多様な主体が自ら考え、協力しながら、一体的に取り組めるよ

う「地域共創」の視点を取り入れた都市づくりを目指します 

❶ 都市マスタープランの骨子案について 

基本理念 成熟した持続可能な都市づくり 多様な主体による協働の都市づくり 

基本目標 

コンパクトで暮らしやすい都市 快適で移動しやすい都市 

にぎわいと活力のある都市 

安心・安全な都市 自然・歴史・文化を生かした都市 

骨子案は、これまで検討してきた『都市づくりの７つの方向性』を、全体に係る『基本

理念』と、分野毎の『基本目標』に分類し、各基本目標には、目標を実現するための『基

本方針』を定めています。 

本市では、平成 13 年に策定した「かごしま都市マスタープラン」が、目標年次を迎え

ることから、都市再生特別措置法の改正や SDGs（持続可能な開発目標）への取組、頻発・

激甚化する自然災害の発生や新たな感染症の拡大等を踏まえて、20 年後を目標年次とす

る「第二次かごしま都市マスタープラン」の策定に取り組んでいます。 

計画策定の背景 

骨子案について 

※骨子案の詳細は、市ホームページまたは、都市計画課でご覧いただけます。 

 にぎわいと活力のある都市 
未来につながる都市に向けて、都市の活力向上や次世代を育む環境整備を目指します 

‣県都としての都市機能が集積された広域的な拠点の形成 
‣稼ぐ国際観光都市の実現 
‣産業の成長促進に向けた多様な働き方の実現 
‣居心地がよく歩いて楽しい個性と魅力ある 
都市空間の創出 
‣次世代を育む生活環境の形成 

「歩いて楽しい都市空間」のイメージ 

「情報通信技術を活用した交通環境」のイメージ 

コンパクトで暮らしやすい都市 
人口減少社会等に対応するため、地域特性に応じた拠点の形成を目指します 

‣歩いて暮らせる生活圏の形成に向けた居住の誘導 
‣利便性の高いまちの維持に向けた都市機能の誘導 
‣公共施設等の計画的な更新と長寿命化及び創造的利用の実現 
‣空き家・空き地等の民間資源の活用 

「まちなか居住」のイメージ 

 安心・安全な都市 
大規模な自然災害等に対応するため、防災･減災の土地利用を目指します 

‣風水害に強い都市の形成 
‣地震・火災に強い都市の形成 
‣桜島爆発・降灰に強い都市の形成 
‣早期に復旧・復興できる都市の形成 
‣暮らしの安全性に配慮した都市の形成 

「地震防災対策」のイメージ 

 自然・歴史・文化を生かした都市 
魅力あふれる都市に向けて、人と自然が共生した都市環境づくりや美しい景観づくりを目指します 

‣良好な都市景観の形成 
‣自然環境の保全・活用 
‣緑豊かな都市環境の形成 
‣ゼロカーボンシティかごしまの推進 

「自然緑地の保全・活用」のイメージ 
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